
演習Ⅱ 　科目ナンバリング　SEM-302
　　必修　　2単位

苅込　俊二

1. 授業の概要（ねらい）
「21世紀はアジアの時代」と言われて久しいが、実際、アジアの発展は目覚ましく、日本はアジアの成長をいかに自国に
取り込むかが問われている。また、日本企業においてもアジア市場を目指すことが当然となり、アジアで活躍できる人材が
求められている。こうした環境下では、アジアをよりよく知らなければならないが、アジアは政治、経済、社会、文化面で多様
性があり、様々な特徴を持った国・地域から構成されており、一括りできない地域であり、かつ日々ダイナミックに変貌を遂げ
ている。本演習では、開発経済学・国際経済学の視点からアジア経済の発展過程及び日本とアジアとの経済関係につい
て研究する。
演習Ⅱでは、演習Ⅰでの学習成果を踏まえた、グループごとの課題研究が活動の中心となる。各グループは各自が設定し
たテーマに関する文献を幅広く読み込むとともに、データなどエビデンスに基づく議論を深めていく。各グループは研究成
果を中間報告しながら、最終成果をプレゼンテーションしてもらう。なお、研究を進めるにあたり、資料収集の仕方、データの
入手・加工方法は授業内で演習しながら、習得する機会を設ける。

2. 授業の到達目標
アジア諸国の多様性、特徴を理解するとともに、日本とアジア諸国の経済関係を理解できるようにする。
本演習を通じて、世界の中のアジア経済や日本の役割について自身の見解を持てるようにするとともに、論理的思考能力
や文章表現能力、プレゼンテーション能力の向上といった、社会で必要な能力を高めることも目標としている
その結果として、
・言語能力と論理的思考力を基にプレゼンテーションすることができる
・他者との協働に参加し自分の考えを発表できる
・経済社会事象について調査し発表できる　といった技量を習得できるようになるだろう

3. 成績評価の方法および基準
ゼミへの参加意欲と発表、グループワークなど、活動状況を踏まえて総合的に評価する
なお、単位取得の前提は授業への3分の2以上の出席である

4. 教科書・参考文献
教科書
トランヴァントゥ、苅込俊二 著　『中所得国の罠と中国・ASEAN』　勁草書房

5. 準備学修の内容
授業中に指示した内容や課題を準備し、授業に臨むこと

6. その他履修上の注意事項
本演習の履修生はゼミ活動に積極的に取り組み、グループの中で効果的に貢献する方法を模索してもらいたい。グループ
での作業を円滑に進めて成果を仕上げていくためには、各自が主体的に参加する姿勢が求められる。

7. 授業内容
【第１回】 オリエンテーション
【第２回】 ゼミ生によるグループ研究：研究計画書の発表②
【第３回】 ゼミ生によるグループ研究：文献サーベイ①
【第４回】 ゼミ生によるグループ研究：文献サーベイ②
【第５回】 PC演習：経済データの入手・加工方法①
【第６回】 PC演習：経済データの入手・加工方法②
【第７回】 ゼミ生によるグループ研究：データ収集及び分析①
【第８回】 ゼミ生によるグループ研究：データ収集及び分析②
【第９回】 ゼミ生によるグループ研究：中間経過報告①　
【第10回】 ゼミ生によるグループ研究：中間経過報告②
【第11回】 ゼミ生によるグループ研究：中間経過報告③　
【第12回】 ゼミ生によるグループ研究：最終成果発表①
【第13回】 ゼミ生によるグループ研究：最終成果発表②
【第14回】 ゼミ生によるグループ研究：最終成果発表③
【第15回】 トピック解説：オンライン授業


